
平
安
期
に
お
い
て
、
地
蔵
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
と
結
び
つ
い
て
信
仰
さ
れ
る
も

（
１
）

の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
期
の
説
話
集
、
『
沙
石
集
』
に
は
浄
土
教
の
門

徒
が
、
地
蔵
菩
薩
を
誹
誇
す
る
話
が
あ
る
。
以
下
、
試
ゑ
に
『
沙
石
集
』
巻
一

第
十
話
「
浄
土
門
ノ
人
神
明
ヲ
軽
テ
罰
ヲ
豪
ル
事
」
の
一
段
を
引
用
し
た
い
。

中
此
念
仏
門
ノ
弘
通
サ
カ
リ
タ
リ
ヶ
ル
時
〈
、
余
仏
余
経
、
、
、
ナ
イ
タ
ヅ
ラ

物
ナ
リ
ト
テ
、
或
〈
法
花
経
ヲ
河
二
流
シ
、
或
〈
地
蔵
ノ
頭
一
一
テ
蓼
ス
リ

ナ
ド
シ
ヶ
リ
。
或
里
一
天
隣
家
ノ
事
ヲ
下
女
ノ
中
二
語
リ
テ
、
「
隣
ノ
家

ノ
地
蔵
ハ
、
既
二
目
ノ
モ
ト
マ
デ
、
ス
リ
ッ
プ
シ
タ
ル
ゾ
ャ
」
ト
イ
ヒ
ヶ

リ
。
浅
間
シ
カ
リ
ヶ
ル
シ
ワ
ザ
’
一
コ
ソ
。
或
ル
浄
土
宗
ノ
僧
、
地
蔵
菩
薩

（
？
］
）

供
養
シ
ヶ
ル
時
、
阿
弥
陀
仏
ノ
ソ
バ
ニ
立
チ
給
ヘ
ル
ヲ
、
便
ナ
シ
ト
テ
、

ト
リ
ヲ
シ
テ
ヶ
リ
。
或
ル
人
〈
、
「
地
蔵
信
ゼ
ン
人
ハ
地
獄
二
落
ッ
、
ヘ
シ
。

地
蔵
〈
地
獄
ニ
オ
ワ
ス
ル
故
二
」
ト
イ
ヒ
ヶ
リ
。

こ
こ
で
言
う
、
「
浄
土
門
」
「
念
仏
門
」
「
浄
土
宗
」
と
は
、
法
然
浄
土
教
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
法
然
上
人
絵
伝
』
（
四
十
八
巻
本
）
の
中

に
法
然
が
阿
弥
陀
・
観
音
・
地
蔵
の
三
尊
像
の
地
蔵
像
を
勢
至
像
に
改
め
さ
せ

（
３
）

た
記
述
が
あ
る
（
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
五
九
頁
）
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
記
述
は

引
用
し
た
「
沙
石
集
』
の
「
或
ル
浄
土
宗
」
の
僧
の
言
動
と
一
致
す
る
。
又
、

序

法
然
浄
土
教
に
お
け
る
地
蔵
誹
誇法

然
門
徒
が
地
蔵
菩
薩
を
含
む
、
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
菩
薩
を
誹
誇
し
て
い
た

こ
と
は
、
日
蓮
の
著
作
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

念
仏
を
申
さ
ん
人
は
、
唱
べ
き
仏
、
菩
薩
の
名
あ
り
。
唱
ま
じ
き
仏
菩
薩

の
名
あ
り
。
唱
べ
き
仏
菩
薩
の
名
号
者
、
阿
弥
三
尊
の
名
号
、
唱
ま
じ
き

仏
菩
薩
の
名
号
者
、
釈
迦
、
薬
師
大
日
等
の
諸
仏
、
地
蔵
、
普
賢
、
文
殊
、

日
、
月
、
星
、
二
所
三
島
熊
野
羽
黒
天
照
八
幡
菩
薩
、
此
等
の
名
を
一
遍

も
唱
ん
人
は
、
念
仏
を
十
万
遍
申
し
た
り
と
も
、
此
仏
、
菩
薩
、
日
、
月

神
等
の
名
を
唱
る
過
に
依
て
、
無
間
に
お
つ
と
も
往
生
す
べ
か
ら
ず
と
云

々
。
（
『
聖
愚
問
答
抄
』
『
日
蓮
聖
人
全
集
』
第
一
巻
九
○
～
九
一
頁
）

法
然
浄
土
教
の
人
々
が
、
地
蔵
の
名
を
唱
え
れ
ば
、
地
獄
に
堕
ち
る
と
す
る
、

発
言
を
行
な
っ
た
と
す
る
こ
の
記
述
は
「
沙
石
集
』
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
法
然
門
徒
は
地
蔵
菩
薩
を
誹
誇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
和
歌
森
太
郎
は
、
こ
う
し
た
誹
誇
の
原
因
を
浄
土
門
系
宗
教
が
純
一

（
４
）

な
る
弥
陀
念
仏
を
確
立
し
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
「
浄
土
門
系
宗
教
」

と
は
、
前
述
の
如
く
、
法
然
浄
士
教
を
指
す
。
確
か
に
法
然
の
思
想
の
歴
史
的

（
－
３
）

意
義
は
専
修
念
仏
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
法
然
は
『
沙
石
集
』
に
記
さ
れ
て

い
る
が
如
く
、
地
蔵
を
信
ず
れ
ば
、
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
っ
た
考
え
を
も
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
法
然
が
専
修
念
仏
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
以

清
水
邦
彦

四

三



前
述
の
如
く
、
法
然
の
思
想
の
特
色
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え
れ
ば
よ

し
と
す
る
、
専
修
念
仏
に
あ
る
。
彼
の
教
学
を
体
系
的
に
述
べ
た
『
選
択
本
願

念
仏
集
』
（
以
下
、
『
選
択
集
』
と
略
）
の
中
で
、
略
選
択
と
呼
ば
れ
、
法
然
の

思
想
の
真
髄
が
現
れ
て
い
る
箇
所
を
以
下
引
用
す
る
。

そ
れ
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
む
と
欲
は
ぱ
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
、
し
ば

ら
く
聖
道
門
を
閣
い
て
、
浄
土
門
に
選
入
す
べ
し
。
浄
土
門
に
入
ら
む
と

欲
は
ぱ
、
正
雑
二
行
の
中
に
、
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
揃
て
て
、

選
じ
て
ま
さ
に
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
む
と
欲
は
ば
、
正
助
二

業
の
中
に
、
な
ほ
し
助
業
を
傍
ら
に
し
て
、
選
じ
て
ま
さ
に
正
定
を
専
ら

に
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
即
ち
こ
れ
仏
名
を
称
す
る
な
り
。
み
名
を
称

す
れ
ば
、
必
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。
仏
の
本
願
に
よ
る
が
故
な
り
。
（
思

想
大
系
一
五
八
頁
）

周
知
の
通
り
、
こ
こ
で
い
う
「
正
行
」
と
は
阿
弥
陀
仏
に
直
接
帰
依
す
る
五
つ

の
行
を
指
し
、
そ
の
内
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
順
ず
る
「
念
仏
」
を
正
定
の
業
、

そ
れ
以
外
の
四
つ
の
行
を
、
念
仏
を
助
け
る
助
業
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
雑

行
」
と
は
、
正
行
以
外
の
全
て
を
往
生
の
行
を
指
す
（
『
選
択
集
』
第
二
章
思

想
大
系
九
四
頁
～
九
六
頁
）
。
つ
ま
り
、
天
台
・
真
言
と
い
っ
た
他
宗
派
の
諸

行
及
び
薬
師
仏
・
地
蔵
菩
薩
と
い
っ
た
余
仏
菩
薩
へ
の
諸
行
は
往
生
浄
土
の
た

め
に
は
雑
行
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
雑
行
は
全
て
投
げ
捨
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
法
然
は
述
べ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
地
蔵
へ
の
行
は
往
生
浄
土
を
願
う

外
の
仏
菩
薩
（
以
下
、
余
仏
菩
薩
と
す
る
）
へ
の
行
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
た

か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
た
い
。

一
法
然
に
お
け
る
「
余
仏
菩
薩
へ
の
行
」
の
位
置

な
ら
ば
、
「
雑
行
」
で
あ
り
、
投
げ
捨
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
地
蔵
を

信
ず
る
こ
と
が
地
獄
へ
の
悪
因
と
な
る
と
は
、
こ
こ
で
は
述
べ
て
い
な
い
が
、

余
仏
菩
薩
へ
の
行
を
否
定
的
に
位
置
付
け
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
に
お
い
て
は
、
投
げ
捨
て
ら

れ
る
べ
き
雑
行
を
、
念
仏
を
助
け
る
助
業
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

問
ひ
て
曰
く
、
余
仏
余
経
に
付
い
て
結
縁
助
成
せ
む
事
、
雑
と
成
る
べ
き

に
や
候
・
答
ふ
、
我
が
身
、
仏
の
本
願
に
乗
ず
る
の
後
、
決
定
往
生
の
信

起
こ
ら
ん
の
上
は
、
他
の
善
に
結
縁
す
る
事
は
、
全
く
雑
行
と
為
る
べ
か

ら
ず
、
往
生
の
助
業
と
は
成
る
べ
き
な
り
。
（
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集

六
九
七
頁
・
以
下
、
新
法
全
と
略
）

と
す
れ
ば
、
余
仏
菩
薩
へ
の
行
は
、
「
決
定
往
生
の
信
」
と
い
う
条
件
付
き
な

が
ら
、
往
生
の
助
業
と
し
て
肯
定
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

又
、
『
七
箇
条
起
請
文
』
に
は
、
天
台
・
真
言
等
の
聖
道
門
の
教
え
及
び
余

仏
菩
薩
へ
の
誹
誇
を
停
止
す
る
よ
う
弟
子
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。

い
ま
だ
一
句
の
文
を
も
窺
は
ず
し
て
、
真
言
・
止
観
を
破
り
奉
り
、
余
の

仏
・
菩
薩
を
誇
ず
る
を
停
止
す
べ
き
事
（
思
想
大
系
二
三
二
頁
）

と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
地
蔵
を
信
ず
れ
ば
、
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
っ
た
、
誹
誇

は
否
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
余
仏
菩
薩
へ
の
行
を
肯
定
的
に
位
置
付

け
て
い
る
、
と
言
え
る
。

一
体
法
然
は
念
仏
以
外
の
行
、
と
り
わ
け
余
仏
菩
薩
へ
の
行
を
肯
定
的
に
位

置
付
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
否
定
的
に
位
置
付
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
、
法
然
の
一
見
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な
論
述
は
、
略
選
択
に
お
い
て
、

「
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
い
て
」
・
「
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
鋤
て
て
」

と
「
し
ば
ら
く
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
副
詞
が
付
け
ら
れ
て
い
る
事
と
合
わ
せ

四
四



二
『
七
箇
条
起
請
文
』
の
位
置
付
け
～
「
偽
れ
る
法
然
」
論
再
考

（
７
）

こ
う
し
た
一
種
「
二
面
性
」
に
対
し
て
、
本
来
門
外
不
出
の
「
選
択
集
』
に

こ
そ
法
然
の
真
意
が
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
方
、
『
七
箇
条
起
請
文
』

は
外
部
か
ら
の
弾
圧
を
避
け
る
た
め
に
作
ら
れ
た
い
わ
ば
「
偽
れ
る
法
然
」
で

あ
る
、
と
い
う
考
え
が
先
行
研
究
に
お
い
て
、
し
ば
し
提
出
さ
れ
て
い
る
。
（
田

村
円
澄
『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』
昭
和
四
七
年
法
蔵
館
・
佐
藤
弘
夫
『
日
本

中
世
の
国
家
と
仏
教
』
昭
和
六
二
年
吉
川
弘
文
館
）
即
ち
、
念
仏
以
外
の
諸

行
を
否
定
的
に
位
置
付
け
る
の
が
、
法
然
の
真
意
で
あ
り
、
『
七
箇
条
起
請
文
』

の
如
く
、
天
台
・
真
言
の
教
え
及
び
余
仏
菩
薩
へ
の
誹
誇
を
停
止
せ
よ
、
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
妥
協
の
産
物
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、

貞
慶
『
興
福
寺
奏
状
』
の
、
「
（
清
水
補
ｌ
法
然
門
徒
日
く
）
上
人
の
詞
、
皆
表

裏
あ
り
」
（
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
四
二
頁
）
を
論
拠
と
し
て
い
る
（
田

村
二
三
九
頁
・
佐
藤
二
九
頁
）
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
以
下
の
三
点
か
ら
こ
の
「
偽
れ
る
法
然
」
と
い
う
考
え

に
は
承
服
で
き
な
い
。
ま
ず
、
論
拠
で
あ
る
、
「
興
福
寺
奏
状
』
の
「
上
人
の

詞
、
皆
表
裏
あ
り
」
で
あ
る
が
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
故
、
ひ

と
り
歩
き
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
原
文
に
即
し
て
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
解

釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
認
し
て
お
け
ば
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
「
皆
」
の
字

が
付
い
て
お
り
、
又
、
下
の
部
分
は
、
「
中
心
を
知
ら
ず
、
外
聞
に
拘
は
る
こ

と
な
か
れ
」
（
前
同
）
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
代
語
訳
を
す
れ
ば
、
「
法

て
、
先
行
研
究
で
は
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
以
下
、
先
行
研
究
を
整
理
し

（
６
）

つ
つ
、
法
然
が
念
仏
以
外
の
諸
行
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
た
か
と
い
う
問
題
を

考
え
た
い
。

然
上
人
の
言
葉
に
は
、
全
て
表
裏
が
あ
り
、
要
が
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
上
人

の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
一
々
気
に
す
る
な
」
と
な
る
。
仮
に
貞
慶
が
客
観
的
に

門
徒
の
発
言
を
記
し
て
い
た
と
し
て
も
、
果
た
し
て
、
こ
れ
は
門
徒
の
発
言
な

の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
直
弟
子
の
発
言
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
し
て
『
興

福
寺
奏
状
』
は
法
然
浄
土
教
を
批
判
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
表

現
を
誇
張
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
『
七
箇
条
起
請
文
」
の
冒
頭
に
「
普
く
予
が

門
人
と
号
す
る
念
仏
の
上
人
等
に
告
ぐ
」
（
前
同
二
三
二
頁
）
と
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
『
七
箇
条
起
請
文
』
は
直
弟
子
に
の
ゑ
与
え
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
自
称
「
法
然
の
弟
子
」
に
対
し
て
布
告
さ
れ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ

う
（
》
○

又
、
第
七
条
に
「
偽
っ
て
師
範
の
説
な
り
と
号
す
る
を
停
止
す
べ
き
事
」
（
前

同
二
三
四
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
法
然
の
「
弟
子
」
の
中
に
は
、
師
の

説
を
偽
造
し
て
い
る
者
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
師
の
説
を
偽
造
し

た
者
こ
そ
、
『
興
福
寺
奏
状
』
で
「
上
人
の
詞
、
皆
表
裏
あ
り
。
」
と
発
言
し
て

い
る
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、
「
上
人
の
詞
、
皆
表
裏
あ
り
」
と
は
、
法
然
の
直
弟
子
の
発
言

で
は
な
く
、
法
然
の
真
意
を
曲
解
し
た
、
自
称
「
弟
子
」
の
発
言
で
あ
り
、
又
、

貞
慶
は
殊
更
に
「
弟
子
」
の
発
言
を
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、

こ
の
『
興
福
寺
奏
状
』
の
記
述
を
以
て
、
「
偽
れ
る
法
然
」
を
主
張
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。

批
判
の
第
二
点
と
し
て
、
種
々
の
法
然
上
人
伝
に
は
、
妥
協
な
き
求
道
者
と

し
て
法
然
が
記
述
さ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
た
い
。
例
え
ば
、
良
忠
の
『
選
択
伝

弘
決
疑
抄
裏
書
』
に
は
、
師
叡
空
と
の
論
争
に
も
動
じ
な
い
法
然
が
描
か
れ
て

四
五



（
８
）

（
９
）

お
り
、
拾
遺
古
徳
伝
・
九
巻
本
・
琳
阿
本
・
四
十
八
巻
本
に
も
同
様
の
記
述
が

あ
る
。
又
、
醍
醐
本
に
は
土
佐
配
流
に
あ
た
っ
て
、
世
間
と
の
妥
協
を
進
言
す

る
弟
子
に
対
し
て
、
「
た
と
え
首
を
は
ね
ら
れ
る
と
し
て
も
、
専
修
念
仏
を
云

わ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
」
と
法
然
は
答
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
拾
遺
古

（
Ⅲ
）

徳
伝
・
九
巻
本
・
十
巻
本
・
四
十
八
巻
本
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
無
論
、

醍
醐
本
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
法
然
上
人
伝
は
良
質
の
史
料
と
は
言
い
難

い
。
し
か
し
、
複
数
の
上
人
伝
に
こ
う
し
た
伝
承
が
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な

い
。
一
方
で
は
良
質
の
史
料
で
は
な
い
『
興
福
寺
奏
状
』
を
使
い
、
「
偽
れ
る

法
然
」
を
主
張
し
、
一
方
で
は
上
人
伝
に
み
ら
れ
る
妥
協
な
き
法
然
を
黙
殺
す

る
と
す
れ
ば
、
片
手
落
ち
と
言
え
る
。

批
判
の
第
三
点
と
し
て
、
既
に
触
れ
て
い
る
通
り
、
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け

る
御
詞
』
に
お
い
て
、
法
然
は
条
件
付
き
な
が
ら
他
宗
派
の
諸
行
を
念
仏
を
助

け
る
助
業
と
し
て
評
価
し
て
い
る
点
を
挙
げ
た
い
。
こ
れ
が
法
然
の
「
真
意
」

だ
と
す
れ
ば
、
『
七
箇
条
起
請
文
』
の
天
台
・
真
言
の
教
え
を
誹
誇
す
る
こ
と

を
停
止
せ
よ
、
と
す
る
こ
と
は
、
当
然
導
き
出
さ
れ
る
。
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ

け
る
御
詞
』
は
も
と
も
と
禅
勝
房
へ
の
私
信
で
あ
り
、
対
機
説
法
的
な
側
面
は

あ
っ
た
に
せ
よ
、
外
部
か
ら
の
弾
圧
を
避
け
る
た
め
に
妥
協
し
た
思
想
を
展
開

す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御

（
Ⅱ
）

詞
』
は
法
然
の
「
真
意
」
を
現
し
た
著
作
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
と
通
ず
る
『
七

箇
条
起
請
文
』
を
法
然
の
「
真
意
」
で
は
な
い
、
と
は
言
い
が
た
い
。

以
上
の
三
点
か
ら
『
七
箇
条
起
請
文
』
を
、
法
然
の
妥
協
の
産
物
と
す
る
見

（
腿
）

解
に
は
承
服
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
法
然
の
「
二
面
性
」
を
統
一
し
て
解
釈
し
た
の
が
、
藤
堂
恭
俊
氏

（
旧
）

で
あ
る
。
（
『
法
然
上
人
研
究
』
昭
和
五
八
年
山
喜
房
）
以
下
の
藤
堂
氏
の
論

を
要
約
し
た
い
。
藤
堂
氏
は
『
選
択
集
』
に
つ
い
て
三
点
の
問
題
提
起
を
行
な

っ
た
。ま
ず
第
一
点
は
、
『
選
択
集
』
第
二
章
に
お
い
て
捨
て
ら
れ
た
雑
行
が
略
選

択
に
お
い
て
は
、
「
し
ば
ら
く
棚
て
」
と
「
し
ば
ら
く
」
の
語
が
付
さ
れ
て
い

る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
第
二
章
で
捨
て
ら
れ
た
雑
行
が
第
四
章
で
異
類
の
善
根
と
し
て

名
前
が
変
わ
り
、
念
仏
を
助
成
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は

何
故
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
藤
堂
氏
の
論
を
補
足
す
る
た
め
に
、
以
下
、
該

当
箇
所
を
引
用
す
る
。

異
類
の
善
根
を
も
っ
て
念
仏
を
助
成
す
。
（
略
）
起
立
塔
像
・
懸
絵
・
燃

灯
・
散
火
・
焼
香
等
の
諸
行
あ
り
。
こ
れ
即
ち
念
仏
の
助
成
な
り
。
（
思

想
大
系
二
二
頁
）

こ
れ
ら
の
起
立
塔
像
の
行
は
第
二
章
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
当
然
「
雑
行
」
に
あ

た
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
行
が
第
四
章
に
お
い
て
「
異
類
の
善

根
」
と
名
前
が
変
わ
り
、
念
仏
を
助
成
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
の
は
、
何
故
か
、
と
藤
堂
氏
は
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
三
点
は
、
『
選
択
集
』
第
二
章
に
「
雑
行
を
修
め
る
者
、
必
ず
廻
向
を
用

ひ
る
の
時
に
、
往
生
の
因
と
な
る
。
若
し
廻
向
を
用
ひ
ざ
る
の
時
に
は
、
得
往

生
の
因
と
な
ら
ず
」
（
思
想
大
系
九
八
頁
）
と
あ
り
、
廻
向
を
用
い
れ
ば
、
雑

行
に
も
往
生
の
因
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
と
い
う
こ

三
統
一
的
法
然
像
～
藤
堂
恭
俊
氏
の
研
究
四
六



と
は
、
雑
行
が
往
生
の
助
業
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。

以
上
の
三
点
か
ら
藤
堂
氏
は
、
雑
行
は
捨
て
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
再

び
役
割
が
与
え
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
、
と
仮
説
を
立
て
、
そ
の
答
を
『
禅
勝
房

に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
確
認
し
て
お
け
ば
、
先
に
引
用

し
た
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
は
、
決
定
往
生
の
信
確
立
以
後
に
は
、

雑
行
が
助
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
、
と
い
う
意
で
あ
っ
た
。

（
Ｍ
）

そ
こ
で
藤
堂
氏
は
、
「
選
択
集
』
第
二
章
の
雑
行
を
決
定
往
生
の
信
確
立
以

前
、
第
四
章
の
異
類
の
善
根
を
確
立
以
後
に
そ
れ
ぞ
れ
振
り
分
け
、
雑
行
が
、

決
定
往
生
の
信
確
立
以
後
に
、
異
類
の
善
根
と
し
て
再
び
生
か
さ
れ
る
故
、
略

選
択
に
は
「
し
ば
ら
く
」
の
語
が
付
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
考
え
は
『
選
択
集
』
に
な
い
訳
で
は
な
く
、
前
述
の
如
く
、
第
二

章
に
は
雑
行
は
廻
向
を
用
い
る
時
に
は
、
往
生
の
因
と
な
る
、
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
廻
向
」
こ
そ
、
決
定
往
生
の
信
と
い
う
心
的
場
に
お
い
て
、
雑
行
か
ら

異
類
の
善
根
へ
の
「
方
向
が
え
」
で
あ
る
、
と
藤
堂
氏
は
解
釈
し
て
い
る
。

藤
堂
氏
の
論
は
、
略
選
択
の
「
し
ば
ら
く
」
と
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御

詞
』
と
を
む
す
び
付
け
、
法
然
に
お
け
る
諸
行
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

卓
見
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
以
下
の
三
点
か
ら
こ

の
見
解
に
は
承
服
で
き
な
い
。

ま
ず
第
一
に
、
異
類
の
善
根
の
取
り
扱
い
を
考
え
た
い
。
藤
堂
氏
は
『
選
択

集
』
の
異
類
の
善
根
と
名
前
を
変
え
た
雑
行
が
念
仏
を
助
成
す
る
、
と
の
記
述

か
ら
、
雑
行
が
念
仏
を
助
成
す
る
の
は
、
い
か
な
る
場
合
か
、
と
い
う
問
題
を

提
起
し
、
先
の
如
く
の
結
論
に
い
た
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
『
選
択
集
』

の
本
文
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
異
類
の
善
根
は
、
第
四
章
に
お
い
て
念
仏
と
諸
行
に
対
す
る
三
様
の
態

度
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
登
場
す
る
。
三
様
の
態
度
に
つ
い
て
以
下
説
明

す
る
と
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
専
念
さ
せ

る
た
め
に
諸
行
を
説
い
た
と
す
る
廃
立
の
義
で
あ
り
、
第
二
は
、
念
仏
を
助
け

る
た
め
に
、
諸
行
が
説
か
れ
た
と
す
る
助
成
の
義
で
あ
り
、
第
三
は
、
念
仏
と

諸
行
と
を
二
つ
に
分
け
、
各
々
三
種
の
別
（
三
品
）
の
あ
る
た
め
に
、
諸
行
が

説
か
れ
た
と
す
る
、
傍
正
の
義
で
あ
る
。
無
論
、
異
類
の
善
根
は
、
第
二
の
、

助
成
の
義
の
な
か
に
説
か
れ
て
い
る
。

藤
堂
氏
は
、
こ
の
廃
立
・
助
成
・
傍
正
の
三
義
を
、
廃
立
↓
決
定
往
生
の
信

↓
助
成
、
と
い
う
発
展
段
階
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
（
「
廃
立
の
義
に
た
っ
て

五
種
正
行
以
外
の
雑
行
を
、
念
仏
の
能
助
と
考
え
る
こ
と
は
い
か
な
る
筋
道
の

上
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
前
掲
書
一
七
七
頁
）
し
か
し
、
『
選
択
集
』

を
読
む
限
り
、
こ
の
三
義
は
、
並
列
的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
か
く
の
ご
と
き
の
三
義
不
同
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
と
も
に
こ
れ
一

向
念
仏
の
た
め
の
所
以
な
り
。
（
思
想
大
系
一
一
三
頁
）

こ
の
点
は
藤
堂
氏
の
論
と
食
違
い
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
法
然
は
、
三
義
の
う
ち
、
言
葉
を
選
び
な
が
ら
も
、
廃
立
の
義
を
正

意
と
し
て
い
る
。

但
し
こ
れ
ら
の
義
は
、
殿
最
知
り
難
し
。
請
ふ
、
も
ろ
も
ろ
の
学
者
、
取

捨
心
に
あ
り
。
今
、
も
し
善
導
に
よ
ら
ば
、
初
を
も
っ
て
正
と
す
る
の
み
。

（
前
同
一
一
三
頁
）

廃
立
の
義
を
正
意
と
す
る
こ
と
は
、
『
選
択
集
』
の
他
の
部
分
か
ら
も
裏
付
け

（
喝
）

ら
れ
る
。間
う
て
曰
く
、
も
し
し
か
ら
ぱ
何
が
故
ぞ
、
直
に
本
願
の
念
仏
の
行
を
説

四
七



か
ず
、
煩
わ
し
く
本
願
に
あ
ら
ざ
る
定
散
の
諸
善
を
説
く
や
。
答
へ
て
日

く
、
（
略
）
ま
た
定
散
は
念
仏
の
余
善
に
超
過
た
る
こ
と
を
顕
は
さ
む
が

た
め
な
り
。
（
略
）
定
散
は
廃
せ
む
が
た
め
に
説
き
、
念
仏
三
昧
は
立
せ

む
が
た
め
に
説
く
。
（
前
同
一
四
八
～
一
四
九
頁
）

つ
ま
り
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
念
仏
と
諸
行
と
の
関
係
は
廃
立
の
義
と
し
か

読
め
な
い
。
こ
の
点
も
、
助
成
の
義
に
積
極
的
意
味
を
見
出
だ
す
藤
堂
氏
の
論

と
は
食
違
い
を
示
し
て
い
る
。

又
、
藤
堂
氏
は
、
『
選
択
集
』
の
解
釈
に
、
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
」

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
廃
立
↓
決
定
往
生
の
信
↓
助
成
、
と
読
み
替
え

（
略
）

た
訳
だ
が
、
禅
勝
房
が
入
門
し
た
の
は
、
法
然
七
十
才
の
時
で
あ
り
、
従
っ
て
、

こ
の
法
語
が
成
立
し
た
の
は
、
法
然
の
晩
年
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
選
択
集
」

（
法
然
六
十
六
才
の
著
作
）
の
解
釈
に
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
を
使
用

す
る
の
は
、
法
然
の
思
想
を
固
定
し
て
捉
え
る
こ
と
と
な
り
、
妥
当
で
は
な
い
。

無
論
、
前
述
の
如
く
、
『
選
択
集
』
の
中
に
は
雑
行
が
廻
向
と
い
う
方
向
替

え
に
よ
り
往
生
の
因
と
成
る
、
と
い
う
記
述
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
、

正
雑
二
行
の
得
失
を
論
じ
た
箇
所
の
一
部
分
で
あ
る
。

次
に
二
行
の
得
失
を
判
ぜ
ぱ
、
「
も
し
前
の
正
助
二
行
を
修
す
れ
ば
、
心

常
に
親
近
し
て
、
憶
念
断
え
ず
、
名
づ
け
て
無
間
と
す
。
も
し
後
の
雑
行

を
行
ず
れ
ば
、
即
ち
心
常
に
間
断
す
。
廻
向
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
く
し

と
い
へ
ど
も
、
衆
く
疎
雑
の
行
を
名
づ
く
」
と
、
即
ち
そ
の
文
な
り
（
思

想
大
系
九
六
頁
・
引
用
は
『
観
経
疏
』
）

先
に
引
用
し
た
「
雑
行
を
修
め
る
者
、
必
ず
廻
向
を
用
ひ
る
の
時
に
往
生
の
因

と
な
る
。
（
略
）
」
は
雑
行
の
失
を
指
摘
す
る
記
述
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
従

っ
て
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
の
如
く
、
雑
行
に
積
極
的
意
義
を
見
出

そ
れ
で
は
、
廃
立
の
義
を
説
く
『
選
択
集
』
と
、
条
件
付
で
は
あ
る
が
、
雑

行
を
念
仏
の
助
業
と
す
る
「
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
と
を
ど
う
統
一
し

て
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
法
然
の
詞
に
は
表
裏
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。こ
の
問
題
に
対
し
、
坪
井
氏
は
、
『
選
択
集
』
と
そ
れ
以
前
の
著
作
に
は
、

廃
立
の
義
が
説
か
れ
る
に
対
し
、
法
然
の
晩
年
の
著
作
に
は
、
助
成
・
傍
正
の

義
が
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
諸
行
の
取
り
扱
い
の
相
違
は
、
法
然
の

思
想
深
化
に
由
る
と
し
て
い
る
。
（
「
法
然
浄
士
教
に
お
け
る
一
向
専
修
の
形
成

に
つ
い
て
②
」
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
巻
第
二
号
昭
和
四
七
年
）

例
え
ば
、
『
選
択
集
』
以
前
に
廃
立
の
義
を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の

史
料
を
引
用
し
て
い
る
。

善
導
ノ
往
生
礼
讃
ナ
ラ
ヒ
ニ
、
専
修
浄
業
ノ
文
等
一
一
モ
、
雑
修
ノ
モ
ノ
ハ

往
生
ヲ
ト
ク
ル
事
、
万
力
中
二
一
二
ナ
ホ
カ
タ
シ
。
（
『
念
仏
大
意
』
新
法

（
〃
）

全
四
○
七
～
四
○
八
頁
・
法
然
六
十
二
才
以
前
の
著
作
か
）

『
選
択
集
』
で
は
諸
行
往
生
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
が
、
認
め
て
い
な
い

（
岨
）

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
『
念
仏
大
意
』
は
、
諸
行
往
生
を
完
全
に
否

定
し
て
い
る
。

持
戒
の
行
〈
、
仏
の
本
願
二
あ
ら
ぬ
行
な
れ
〈
、
た
へ
た
ら
ん
に
し
た
か

ひ
て
、
た
も
た
せ
た
ま
ふ
へ
く
候
。
け
う
や
う
の
行
も
仏
の
本
願
に
あ
ら

す
、
た
へ
ん
に
し
た
か
ひ
て
、
つ
と
め
さ
せ
お
〈
し
ま
す
へ
く
候
。
（
略
）

だ
す
こ
と
は
文
脈
上
、
で
き
な
い
。

以
上
の
三
点
か
ら
、
藤
堂
氏
の
論
に
私
は
承
服
で
き
か
ね
る
。

四
坪
井
俊
映
氏
の
研
究

四
八



ま
め
や
か
に
、
一
心
一
一
三
万
五
万
、
念
仏
を
つ
と
め
さ
せ
た
ま
は
は
、
せ

う
せ
う
戒
行
や
ふ
れ
さ
せ
お
は
し
ま
す
候
と
も
、
往
生
〈
そ
れ
に
は
よ
り

候
ま
し
き
こ
と
に
候
。
（
『
熊
谷
の
入
道
へ
つ
か
は
す
御
返
事
』
新
法
全
五

（
旧
）

三
五
～
五
三
六
頁
・
熊
谷
入
道
は
法
然
六
十
一
才
の
時
に
入
門
、
そ
れ
以

後
の
著
作
）

こ
こ
に
、
念
仏
さ
え
唱
え
れ
ば
、
少
々
戒
法
を
や
ぶ
っ
て
も
よ
い
と
い
う
考
え

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
『
選
択
集
』
以
前
の
著
作
と
さ
れ
る
も
の
は
、

諸
行
廃
立
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

又
、
晩
年
に
助
成
の
義
を
説
い
た
と
す
る
論
拠
と
し
て
以
下
の
史
料
を
引
用

し
て
い
る
。

現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
念
仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
く
し
。
念
仏
の
さ
ま

た
げ
に
な
り
ぬ
く
く
ば
、
な
に
な
り
と
も
よ
る
づ
を
い
と
ひ
す
て
て
、
こ

れ
を
と
ど
む
く
し
。
い
は
く
、
ひ
じ
り
で
申
さ
れ
ず
ぱ
、
め
を
ま
う
け
て

申
す
べ
し
。
妻
を
ま
う
け
て
申
さ
れ
ず
ぱ
、
ひ
じ
り
に
て
申
す
べ
し
。
（
略
）

一
人
し
て
申
さ
れ
ず
ぱ
、
同
朋
と
と
も
に
申
す
べ
し
。
共
行
し
て
申
さ
れ

ず
ば
、
一
人
篭
居
し
て
申
す
べ
し
。
衣
食
住
の
三
は
、
念
仏
の
助
業
也
。

こ
れ
す
な
わ
ち
自
身
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
と
げ
ん
が
た
め
に
は
、
何

事
も
み
な
助
業
也
。
（
「
禅
勝
房
伝
説
の
詞
』
新
法
全
四
六
二
～
四
六
三
頁

・
禅
勝
房
は
法
然
七
十
才
の
時
に
入
門
、
そ
れ
以
後
の
著
作
）

結
婚
す
る
こ
と
も
、
衣
食
住
も
、
往
生
の
行
と
し
て
は
、
「
雑
行
」
に
あ
た
る

が
、
『
禅
勝
房
伝
説
の
詞
』
で
は
念
仏
の
助
業
と
し
て
肯
定
的
に
位
置
付
け
て

い
る
。又
、
晩
年
に
傍
正
の
義
を
説
い
た
と
す
る
論
拠
と
し
て
、
以
下
の
史
料
を
引

用
し
て
い
る
。

一
・
法
華
経
一
品
よ
み
さ
し
て
、
魚
く
は
す
と
申
候
は
、
い
か
に
。
答
。

く
る
し
か
ら
す
。
（
『
百
四
十
五
問
答
』
新
法
全
六
五
九
頁
・
法
然
七
十
才

（
別
）

頃
の
も
の
か
？
）

又
、
坪
井
氏
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
法
然
七
十
三
才
の
時
の
も
の
と
思
わ
れ

（
剛
）

る
、
『
津
戸
の
三
郎
に
つ
か
は
す
御
返
事
』
に
は
、
仏
像
を
造
る
こ
と
な
ど
の

（
理
）

雑
行
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。

一
家
ノ
人
人
ノ
善
根
二
結
縁
助
成
セ
ム
コ
ト
、
コ
ノ
条
左
右
ニ
オ
ョ
ヒ
候

ハ
ス
、
元
シ
カ
ル
ヘ
ク
候
。
念
仏
ノ
行
ヲ
サ
マ
タ
グ
ル
事
ヲ
コ
ソ
、
専
修

ノ
行
二
制
シ
タ
ル
事
ニ
テ
候
へ
。
人
々
ノ
ア
ル
イ
ハ
堂
オ
モ
ッ
ク
リ
、
仏

オ
モ
ッ
ク
リ
、
経
オ
モ
カ
キ
、
僧
オ
モ
供
養
サ
ム
｜
ス
、
チ
カ
ラ
ヲ
タ
ク

ワ
へ
縁
ヲ
ム
ス
ハ
ム
カ
、
念
仏
ヲ
サ
マ
タ
ヶ
、
専
修
ヲ
サ
フ
ル
ホ
ト
ノ
事

〈
候
マ
シ
。
（
略
）
往
生
ノ
タ
メ
’
一
テ
〈
候
ハ
ネ
ハ
、
仏
神
ノ
イ
ノ
リ
、

サ
ラ
ニ
ク
ル
シ
カ
ル
マ
シ
ク
候
。
（
新
法
全
五
○
三
～
五
○
四
頁
）

こ
う
し
て
み
る
と
、
確
か
に
晩
年
の
著
作
に
は
雑
行
を
積
極
的
に
評
価
す
る
傾

向
が
読
象
取
れ
る
。

以
上
、
坪
井
氏
の
論
を
、
史
料
を
補
足
し
つ
つ
、
要
約
し
た
。

坪
井
氏
の
論
は
、
法
然
の
著
作
の
多
く
が
年
代
不
明
な
も
の
の
た
め
、
今
一

歩
説
得
力
が
欠
け
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
『
選
択
集
』
を
、
諸
行
廃
立
の
書
と

読
む
限
り
、
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
と
統
一
し
て
解
釈
す
る
に
は
、

坪
井
氏
の
よ
う
に
、
法
然
の
思
想
が
深
化
し
て
い
っ
た
と
捉
え
る
し
か
方
法
は

（
羽
）

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
略
選
択
に
お
け
る
「
し
ば
ら
く
」
～
宮
井
義
雄
氏
の
研
究

そ
こ
で
再
び
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
略
選
択
の
「
し
ば
ら
く
」
で
あ
る
。

四
九



つ
ま
り
、
選
択
集
が
諸
行
を
廃
立
し
た
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
略
選
択
に

お
い
て
、
「
し
ば
ら
く
」
の
語
が
付
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
宮
井
義
雄
氏
は
、
西
方
浄
土
住
生
後
に
、
成
仏
の
行

と
し
て
諸
行
が
生
か
さ
れ
る
故
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
取
ら
れ
た
、
と
し
て
い

る
。
（
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
昭
和
五
四
年
成
甲
書
房
）
そ
の
論
拠
と
し
て
、

宮
井
氏
は
『
往
生
大
要
抄
』
の
「
浄
土
門
は
、
ま
づ
こ
の
娑
婆
世
界
を
い
と
ひ

す
て
て
、
い
そ
ぎ
て
か
の
極
楽
浄
士
に
む
ま
れ
て
、
か
の
く
に
に
し
て
仏
道
を

行
ず
る
也
。
し
か
れ
ば
か
つ
が
つ
浄
土
に
い
た
る
ま
で
の
願
行
を
た
て
て
往
生

を
と
ぐ
べ
き
な
り
」
（
新
法
全
四
九
頁
＊
か
つ
が
つ
Ⅱ
急
い
で
）
を
挙
げ
て
い

る
（
前
掲
書
六
二
頁
・
一
四
二
頁
）
。

宮
井
氏
の
論
は
、
『
選
択
集
』
に
論
拠
が
求
め
に
く
い
点
に
難
が
あ
る
。
し

か
し
、
法
然
に
お
い
て
、
往
生
後
の
念
仏
者
の
位
は
、
一
貫
し
て
「
不
退
の
位
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
住
生
後
も
成
仏
ま
で
の
行
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
『
選
択
集
』
で
も
変
わ
り
は
な
い
。
以
下
、
宮
井
氏
の
論
を
補
足
す

る
意
を
も
っ
て
、
『
選
択
集
』
を
引
用
す
る
。

前
念
に
命
終
し
て
、
後
念
に
即
ち
か
の
国
に
生
ま
れ
て
、
長
時
永
却
に
常

に
無
為
の
諸
楽
を
受
く
。
な
い
し
成
仏
ま
で
に
生
死
を
経
ず
。
あ
に
快
き

に
あ
ら
ず
や
。
（
『
選
択
集
』
思
想
大
系
百
頁
・
但
し
、
『
往
生
礼
讃
』
か

ら
の
引
用
）

ま
た
浄
土
に
往
生
し
て
、
な
い
し
仏
に
成
る
、
こ
れ
は
こ
れ
当
益
な
り
。

（
『
選
択
集
』
思
想
大
系
一
四
二
頁
）

こ
の
場
合
の
「
な
い
し
」
と
は
、
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
の
「
中
略
し
て
、

多
事
を
含
む
詞
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
こ
に
は
往
生
後
か
ら
成
仏

に
い
た
る
間
に
、
仏
道
修
行
が
行
な
わ
れ
る
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
す
べ

き
で
あ
る
。

又
、
『
選
択
集
』
の
草
稿
本
と
さ
れ
る
『
逆
修
説
法
』
（
法
然
六
十
三
才
の
箸

（
別
）

作
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
浄
土
で
の
仏
道
修
行
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

浄
土
と
は
、
先
ず
こ
の
微
悪
の
堺
を
出
で
て
、
か
の
安
楽
不
退
の
国
に
生

じ
、
自
然
に
増
進
し
て
仏
道
を
証
得
せ
ん
と
求
む
る
道
な
り
。
（
新
法
全

二
七
○
頁
）

今
浄
土
宗
の
菩
提
心
と
は
、
先
ず
浄
土
に
往
生
し
て
一
切
の
衆
生
を
度
し
、

一
切
の
煩
悩
を
断
ち
、
一
切
の
法
門
を
悟
り
、
無
上
菩
提
を
証
せ
ん
と
欲

す
る
心
の
な
り
。
（
新
法
全
二
四
○
頁
）

こ
の
場
合
の
「
先
ず
」
は
『
往
生
大
要
抄
』
の
「
か
つ
が
つ
」
と
同
意
義
で
あ

ろ
う
。又
、
『
選
択
集
』
以
前
に
成
立
し
た
『
観
無
量
寿
経
釈
』
（
法
然
五
十
三
才
の

著
作
）
に
は
、
同
様
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

今
生
に
既
に
、
こ
の
益
を
豪
れ
ぱ
、
命
を
捨
て
て
即
ち
諸
仏
の
家
に
入
る

こ
と
を
明
か
す
。
即
ち
浄
士
こ
れ
な
り
。
彼
に
到
り
て
長
時
に
法
を
聞
く
。

歴
事
供
養
し
て
、
因
円
か
に
果
満
ず
。
（
新
法
全
一
二
四
頁
。
但
し
『
観

経
疏
』
か
ら
の
引
用
＊
歴
事
供
養
Ⅱ
仏
・
菩
薩
に
つ
か
え
、
供
養
す
る

（
あ
）

こ
と
）

又
、
『
選
択
集
』
以
後
に
成
立
し
た
『
往
生
浄
士
用
心
』
（
法
然
六
十
六
才
以

（
妬
）

降
の
著
作
）
に
も
、
同
様
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

わ
れ
と
は
け
み
て
念
仏
申
し
て
、
い
そ
ぎ
極
楽
へ
ま
い
り
て
、
五
通
三
明

を
さ
と
り
て
、
六
道
四
生
の
衆
生
を
利
益
し
、
父
母
師
長
の
生
所
を
た
つ

ね
て
、
心
の
ま
ま
に
迎
え
と
ら
ん
と
思
ふ
へ
き
に
て
候
也
。
（
新
法
全
五

六
○
頁
）

五
○



又
、
成
立
年
代
不
詳
な
が
ら
、
『
念
仏
大
意
』
・
『
要
義
問
答
』
に
は
、
以
下

の
よ
う
に
、
浄
土
に
お
い
て
、
現
世
に
お
い
て
は
差
し
置
か
れ
た
聖
道
門
の
諸

行
を
修
す
る
こ
と
が
、
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

浄
土
ニ
シ
テ
阿
弥
陀
仏
・
観
音
・
勢
至
一
一
ア
ヒ
タ
テ
マ
ッ
リ
テ
、
モ
ロ
モ

ロ
ノ
聖
教
オ
モ
学
シ
、
サ
ト
リ
オ
モ
ヒ
ラ
ク
ヘ
キ
ナ
リ
。
（
『
念
仏
大
意
』

新
法
全
四
○
七
頁
）

浄
土
ノ
往
生
ヲ
ト
ゲ
、
一
切
ノ
法
門
オ
モ
、
ヤ
ス
ク
サ
ト
ラ
セ
タ
マ
ハ
ム

ハ
ョ
ク
候
ナ
ム
ト
オ
ホ
エ
候
。
（
『
要
義
問
答
』
新
法
全
六
一
六
頁
）

安
楽
ノ
浄
士
一
一
往
生
セ
サ
セ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
弥
陀
・
観
音
ヲ
師
ト
シ
テ
、

法
華
ノ
真
如
ノ
実
相
平
等
ノ
妙
理
、
般
若
ノ
第
一
義
空
、
真
言
ノ
即
身
成

仏
、
一
切
ノ
聖
教
、
コ
コ
ロ
ノ
マ
マ
ニ
サ
ト
ラ
セ
オ
ハ
シ
マ
ス
ヘ
シ
。
（
『
要

義
問
答
』
新
法
全
六
三
二
頁
）

以
上
、
法
然
に
お
い
て
、
念
仏
者
は
住
生
後
、
仏
道
修
行
を
行
な
う
も
の
と

し
て
一
貫
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
宮
井
氏
の
論
を
補
足
し
つ
つ
確

（
”
）

認
し
た
。

と
、
す
れ
ば
、
略
選
択
に
お
い
て
、
「
し
ば
ら
く
」
の
語
が
付
さ
れ
て
い
る

理
由
が
推
定
で
き
よ
う
。
諸
行
は
現
世
に
お
い
て
、
差
し
置
か
れ
、
投
げ
捨
て

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
住
生
後
の
来
世
で
は
成
仏
へ
の
行
と
し
て
肯
定
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
念
仏
者
は
、
往
生
ま
で
諸
行
を
捨
て
、
念
仏
を
専

修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
来
世
に
お
い
て
は
、
一
旦
捨
て
た
諸
行
を
行
な

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
『
七
箇
条
起
請
文
』
の
諸
行
誹
誇
停
止

と
の
関
係
で
あ
る
が
、
『
七
箇
条
起
請
文
』
は
法
然
六
十
二
才
の
作
成
で
あ
り
、

『
選
択
集
』
に
近
い
頃
の
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
念
仏
以
外
の

法
然
門
徒
の
地
蔵
菩
薩
を
信
ず
れ
ば
、
地
獄
に
堕
ち
る
と
す
る
考
え
は
、
果

た
し
て
法
然
自
身
の
考
え
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
た
め
に
、
法
然
に
お

け
る
念
仏
と
諸
行
の
関
係
を
考
え
て
き
た
。
結
論
の
前
に
、
も
う
一
度
、
法
然

に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
二
点
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
念
仏
と
諸
行
と
の
関
係
は
、
廃
立
の
義
で
説
か

れ
る
が
、
晩
年
の
著
作
に
お
い
て
は
、
助
成
・
傍
正
の
義
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
『
選
択
集
』
の
廃
立
の
義
と
は
、
現
世
に
お
け
る
往
生
の
行
と
し
て
の
位

置
付
け
で
あ
り
、
来
世
に
お
い
て
は
、
一
旦
捨
て
ら
れ
た
諸
行
の
実
践
が

目
指
さ
れ
る
。
略
選
択
の
「
し
ば
ら
く
」
の
語
は
、
こ
の
意
を
汲
ん
で
付

せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
諸
行
の
宗
教
的
価
値
を
全
て
否

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
の
論
考
を
考
え
る
に
、
法
然
に
お
い
て
は
、
地
蔵
へ
の
行
は
住
生
後
の

成
仏
へ
の
行
と
し
て
生
か
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
、
「
沙
石
集
』
に
み
ら
れ
る
、

地
蔵
を
信
ず
る
と
地
獄
に
堕
ち
る
、
と
い
っ
た
地
蔵
誹
誇
は
、
法
然
自
身
の
思

想
か
ら
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。
「
七
箇
条
起
請
文
』
や
「
興
福
寺
奏
状
』
か
ら

こ
の
発
言
は
、
法
然
の
専
修
思
想
を
曲
解
し
た
弟
子
、
そ
れ
も
、
自
称
「
弟
子
」

の
発
言
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
最
後
に
確
認
の
意
義
を
持
っ
て
、
法
然
自
身
が
地
蔵
菩
薩
を
ど
う
位

行
は
往
生
後
の
行
と
し
て
の
価
値
は
認
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
真
言
・
止
観
を
破
り
奉
り
、
余
の
仏
・
菩
薩
を
誇
ず
る
を
停
止
す
べ
き
事
」

と
す
る
訴
え
は
、
法
然
自
身
の
思
想
か
ら
当
然
導
き
出
さ
れ
る
と
言
え
る
。

結
び

五
一



置
付
け
て
い
た
か
を
考
え
た
い
。

確
実
に
法
然
の
著
作
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
中
で
、
地
蔵
菩
薩
に
言
及
し
て

い
る
の
は
、
以
下
に
挙
げ
る
「
三
部
経
大
意
』
及
び
『
逆
修
説
法
』
の
み
で

（
鮒
）

あ
る
。
然
〈
弥
陀
如
来
観
音
勢
至
普
賢
文
殊
地
蔵
龍
樹
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
、
乃
至
彼

ノ
士
ノ
菩
薩
声
聞
等
二
至
ル
マ
テ
ソ
ナ
ヘ
給
ヘ
ル
所
ノ
事
理
ノ
法
門
、
定

恵
功
力
、
内
證
ノ
実
智
、
外
用
ノ
功
徳
、
総
シ
テ
、
万
徳
無
漏
ノ
所
證
ノ

法
門
、
悉
ク
三
字
ノ
中
二
収
マ
レ
リ
。
（
『
三
部
経
大
意
』
新
法
全
三
八
頁
）

＊
三
字
Ⅱ
阿
弥
陀

普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
勢
至
・
地
蔵
等
の
如
き
者
は
、
即
ち
菩
薩
也
。
然

ら
ば
彼
ら
の
諸
の
大
菩
薩
も
、
弥
陀
白
毫
の
所
現
に
て
も
や
坐
す
ら
ん
。

（
『
逆
修
説
法
』
新
法
全
二
五
七
頁
）

こ
の
引
用
で
見
る
限
り
、
法
然
は
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
特
別
の
役
割
を
与
え
て

（
羽
）

は
い
な
い
が
、
他
の
仏
・
菩
薩
と
同
様
、
そ
の
功
徳
は
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
含

ま
れ
る
存
在
と
し
て
い
る
。
最
初
の
、
地
蔵
誹
誇
の
問
題
に
戻
れ
ば
、
阿
弥
陀

仏
の
名
号
に
含
ま
れ
る
も
の
を
信
ず
る
と
、
地
獄
に
堕
ち
る
、
と
す
る
の
は
、

奇
異
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
か
ら
地
蔵
へ
の
行
が
地
獄
へ
の
悪
因
と
な
る
思

想
は
導
き
出
さ
れ
ず
、
本
論
文
の
「
地
蔵
を
信
ず
る
と
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
っ

た
地
蔵
誹
誇
は
、
法
然
の
専
修
思
想
を
曲
解
し
た
弟
子
の
発
言
で
あ
る
」
、
と

す
る
見
解
が
肯
定
さ
れ
よ
う
。

註（
１
）
和
歌
森
太
郎
「
地
蔵
信
仰
」
（
『
宗
教
研
究
』
一
二
四
号
昭
和
二
六
年
）

・
速
水
侑
「
日
本
古
代
貴
族
社
会
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
の
展
開
」
（
「
北
海

道
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
七
’
一
号
昭
和
四
四
年
）
・
石
田
一
良
『
浄

土
教
美
術
』
（
ぺ
り
か
ん
社
平
成
三
年
）
三
四
三
頁

（
２
）
「
観
無
量
寿
経
』
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
は
観
音
・
勢
至
で
あ

る
が
、
日
本
に
お
い
て
阿
弥
陀
三
尊
像
が
、
阿
弥
陀
・
観
音
・
地
蔵
で
造

ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
川
勝
政
太
郎
「
石
像

地
蔵
」
（
「
仏
教
芸
術
』
九
十
七
号
昭
和
四
九
年
）

（
３
）
無
論
、
法
然
が
勢
至
菩
薩
の
化
現
と
す
る
信
仰
も
反
映
し
て
い
よ
う
。

（
４
）
和
歌
森
「
地
蔵
信
仰
」
前
掲

（
５
）
家
永
三
郎
『
中
世
仏
教
史
研
究
』
（
法
蔵
館
昭
和
二
二
年
）

（
６
）
「
念
仏
以
外
の
諸
行
」
と
い
っ
た
場
合
、
「
助
業
」
も
当
然
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
論
文
は
前
述
の
如
く
、
余
仏
菩
薩
へ
の
行
の
位

置
付
け
を
論
ず
る
も
の
故
、
「
諸
行
」
と
い
っ
た
場
合
、
主
と
し
て
正
行

以
外
の
「
他
宗
派
の
行
」
を
指
す
。

（
７
）
巻
末
に
「
庶
幾
は
く
は
一
た
び
高
覧
を
経
て
後
に
、
壁
の
底
に
埋
め
て

窓
の
前
に
遺
す
こ
と
な
か
れ
」
（
思
想
大
系
一
六
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の

フ
レ
ー
ズ
は
常
套
句
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
選
択
集
』
が
一
部

の
弟
子
に
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
な
る
常
套
句
と
も
言

い
難
い
。

（
８
）
浄
土
宗
全
書
第
七
巻
三
七
五
頁

（
９
）
順
に
、
井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
」
「
拾
遺
古
徳
伝
」
五
九
七

頁
。
「
九
巻
本
」
三
四
六
頁
。
「
琳
阿
本
」
五
五
一
頁
・
「
四
十
八
巻
本
」

二
四
頁

（
川
）
順
に
、
井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
「
醍
醐
本
」
七
七
六
頁
。

五
一

一



「
拾
遺
古
徳
伝
」
六
二
九
頁
。
「
九
巻
本
」
四
二
二
頁
。
「
十
巻
本
」
七

二
頁
。
「
四
十
八
巻
本
」
二
二
七
頁

（
Ⅱ
）
『
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』
の
出
典
は
、
「
醍
醐
本
」
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
承
れ
ば
、
後
世
の
偽
作
の
可
能
性
も
強
い
が
、
当
該
箇
所
と
同
様

の
記
述
が
『
十
二
問
答
』
（
出
典
「
西
方
指
南
抄
」
）
に
も
あ
り
、
管
見
の

及
ぶ
限
り
、
両
書
を
偽
書
と
す
る
先
行
研
究
も
な
い
よ
う
で
あ
る
故
、
本

論
文
は
以
上
の
様
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

（
胆
）
佐
藤
弘
夫
氏
は
『
興
福
寺
奏
状
」
以
外
に
、
法
然
の
著
作
に
は
、
第
十

八
願
を
引
用
す
る
に
、
「
除
五
逆
誹
誇
正
法
」
を
省
略
す
る
に
対
し
て
、
『
七

箇
条
起
請
文
』
の
論
理
付
け
に
「
除
五
逆
誹
誇
正
法
」
を
使
用
し
て
い
る

点
を
論
拠
と
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
字
数
の
関
係
上
、
深
く
は
触
れ
な

い
が
、
『
七
箇
条
起
請
文
』
が
私
の
推
論
通
り
、
法
然
の
意
を
曲
解
し
た

自
称
弟
子
に
布
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
旧
）
香
月
乗
光
『
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』
（
昭
和
四
九
年
山
喜
房
）

・
廣
川
堯
敏
「
法
然
教
学
に
お
け
る
廃
立
の
構
造
」
（
知
恩
院
浄
士
宗
学

研
究
所
編
『
法
然
仏
教
の
研
究
』
昭
和
五
○
年
山
喜
房
）
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
見
解
を
取
っ
て
い
る
。
無
論
、
三
氏
の
論
は
同
一
で
は
な
い
が
、
論

の
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
本
論
文
で
は
藤
堂
氏
の
論
を
検
討
す
る
に
止
め

ブ
（
》
Ｏ

（
Ｍ
）
藤
堂
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
「
決
定
往
生
心
」
・
「
決
定
往
生
の
信
」

。
「
決
定
往
生
の
信
心
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
三
種
の
言
葉
を
使
用
し
て
い
る

が
な
に
か
区
別
を
し
て
使
用
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
・
本
論
文
で
は
、

論
の
煩
雑
を
防
ぐ
た
め
、
「
決
定
往
生
の
信
」
に
統
一
す
る
。

（
帽
）
参
考
～
奈
良
博
順
「
法
然
の
思
想
形
成
」
（
『
倫
理
学
研
究
』
第
九
号

昭
和
三
六
年
）

（
船
）
四
十
八
巻
本
（
「
法
然
上
人
伝
全
集
』
二
九
三
頁
）
に
よ
る
。

（
Ⅳ
）
坪
井
氏
は
前
掲
論
文
で
は
、
『
念
仏
大
意
』
を
初
期
の
も
の
と
し
て
い

る
が
、
後
の
著
作
で
は
、
法
然
七
十
二
才
以
後
の
も
の
と
し
て
い
る
。
坪

井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
』
（
昭
和
五
七
年
隆
文
館
）
七
三
四
頁

。
但
し
藤
堂
恭
俊
氏
は
、
法
然
六
十
二
才
以
前
の
も
の
と
し
て
い
る
。
藤

堂
「
浄
土
宗
開
創
前
後
に
お
け
る
法
然
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
仏
教
文

化
研
究
』
第
十
七
号
昭
和
四
六
年
）

（
岨
）
「
も
し
選
を
捨
て
て
雑
業
を
修
せ
む
と
欲
す
る
者
は
、
百
の
時
に
希
に

一
二
を
得
、
千
の
時
に
希
に
五
三
を
得
。
」
（
思
想
大
系
百
頁
。
但
し
、
『
往

生
礼
讃
』
か
ら
の
引
用
）

（
円
）
四
十
八
巻
本
（
「
法
然
上
人
伝
全
集
』
一
六
六
頁
～
一
七
五
頁
）
に
よ

プ
（
》
○

（
別
）
新
法
全
六
四
七
頁
の
註
に
よ
る
。

（
別
）
三
田
全
信
「
鎌
倉
二
位
禅
尼
へ
の
消
息
と
背
後
考
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』

第
十
三
号
昭
和
四
一
年
）

（
〃
）
参
考
～
広
神
情
「
鎌
倉
・
室
町
期
の
浄
土
教
と
運
命
観
」
（
「
季
刊
日
本

思
想
史
』
第
三
二
号
平
成
元
年
）

（
羽
）
丸
山
博
正
氏
は
、
「
選
択
集
に
つ
い
て
」
（
「
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第

六
○
輯
昭
和
五
○
年
）
に
お
い
て
、
『
選
択
集
』
は
本
願
に
よ
る
（
仏

辺
）
諸
行
廃
立
の
書
で
あ
り
、
法
語
は
機
の
側
（
機
辺
）
か
ら
の
書
で
あ

り
、
両
者
の
諸
行
の
取
り
扱
い
の
相
違
は
ど
ち
ら
か
ら
説
く
か
に
由
る
、

と
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
機
の
側
か
ら
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

晩
年
、
門
徒
が
増
え
た
故
、
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
丸
山
氏
の
論
は
坪

五



（
〃
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
廣
川
堯
敏
「
法
然
教
学
に
お
け
る
廃
立
の
構
造
」

前
掲
も
同
様
の
見
解
を
取
っ
て
い
る
。

（
羽
）
『
十
七
箇
条
御
法
語
』
・
「
一
向
専
修
之
七
箇
条
問
答
』
に
は
そ
れ
ぞ

れ
地
蔵
に
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
（
新
法
全
四
六
八
頁
・
二
五
九
頁
）

が
、
両
書
と
も
偽
書
の
疑
い
が
強
い
。

（
的
）
こ
の
点
は
西
方
浄
土
往
生
信
仰
を
持
ち
、
地
蔵
菩
薩
に
浄
土
へ
の
引
導

を
願
っ
た
、
同
時
代
の
良
遍
と
対
比
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
「
地
蔵
菩
薩
は

無
仏
世
の
導
師
、
本
と
微
士
を
摂
し
悪
趣
を
救
は
ん
と
願
ふ
。
（
略
）
伏

し
て
願
ふ
は
昼
夜
影
の
如
く
相
傍
し
て
弥
陀
の
来
迎
に
遇
は
し
め
た
ま

へ
」
『
念
仏
往
生
決
心
記
』
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
五
六
八
頁
）

＊
各
史
料
の
う
ち
、
原
漢
文
の
も
の
は
、
書
き
下
し
て
引
用
し
た
。
又
、
随
時
、
補
註

を
施
し
た
。
沙
石
集
は
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
、
選
択
集
・
七
箇
条
起
請
文
は
、
思

想
大
系
『
法
然
。
一
遍
』
、
興
福
寺
奏
状
は
、
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
、
法
然
上

人
伝
は
、
井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
。

＊
法
然
の
著
作
年
次
に
関
し
て
は
、
坪
井
俊
映
「
法
然
の
語
録
述
作
年
次
に
関
す
る
研

究
集
録
」
（
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
』
昭
和
五
七
年
隆
文
館
）
を
参
考
に
し
、
な
る

だ
け
坪
井
氏
の
論
拠
と
す
る
原
論
文
を
参
照
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

（
筑
波
大
学
大
学
院
）

へ へへ
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井
氏
の
説
を
発
展
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
別
）
坪
井
俊
映
「
法
然
の
語
録
述
作
年
次
に
関
す
る
研
究
集
録
」
（
『
法
然
浄

土
教
の
研
究
』
前
掲
）
に
よ
る
。

（
妬
）
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
よ
る
。

（
恥
）
坪
井
俊
映
「
法
然
の
語
録
述
作
年
次
に
関
す
る
研
究
集
録
」
前
掲
に
よ

五
四


